
設計水平震度の算出
構造物の耐震設計に用いる設計水平震度は、以下の式により算出する。

ｋh ＝ ｃz・ｃs・ｋh0

ここに、

ｋh  ： 設計水平震度 (小数点以下２桁に丸める)

ｃz  ： 地域別補正係数

ｃs  ： 構造物重要度別補正係数

ｋh0 ： 構造物の耐震設計に用いる設計水平震度の標準値

表１ 地域別補正係数（ｃz）

地域区分 Ａ地域 Ｂ地域 Ｃ地域

補正係数  1.00  0.85  0.70

表２ 構造物の重要度別補正係数（ｃs）

区　　分 補正係数

　特に重要な構造物 1.0

　一般の構造物
0.7～0.8

　巨大な剛体状の構造物

　土構造物 0.5～0.7

表３ 構造物の耐震設計に用いる設計水平震度の標準値

地盤種別 Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種

ｋh0  0.16  0.20  0.24

１ 地域別補正係数

地域別補正係数（ｃz ）は、前図の地域区分により、表１の値を参考とする。

前図内の青×印は、当該地区をしめす。その位置より地域区分は「Ａ地域」となり表１より地域別補正係数ｃzの値は1.00となる。



２ 構造物重要度別補正係数

構造物重要度別補正係数（ｃs ）は、表２の値を参考とする。

構造物の重要度は、「一般の構造物」であるとし、補正係数の目安としては、表２より「0.7～0.8」であるが、構造物重要度別補正

係数ｃsの値は0.95とする。

３ 設計水平震度の標準値

表３に示す耐震設計の地盤種別は、原則として下記の式で算出される地盤の特性値ＴGをもとに表４により区分する。地表面が基礎

面と一致する場合はⅠ種地盤とする。

ＴG ＝ 4・

ｎ

い=1
Ｖｓい
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ここに、

ＴG  ： 地盤の特性値 (s)

Ｈい  ： い番目の土層の厚さ (m)

Ｖsい ： い番目の土層の平均せん断弾性波速度 (m/s)

　　     粘性土層の場合 Ｖsい＝100Ｎい1/3 (1≦Ｎい≦25)

　　     砂質土層の場合 Ｖsい＝80Ｎい1/3 (1≦Ｎい≦50)

Ｎい  ： 標準貫入試験によるい番目の土層の平均Ｎ値

い    ： 当該地盤が地表面から基礎面までｎ層に区分されるときの、地表面からい番目の土層の番号。基礎面とは、粘性

土の場合はＮ値が25以上、砂質土層の場合はＮ値が50以上の土層の上面、若しくは、せん断弾性波速度が

300m/s程度以上の土層の上面をいう。

表４ 耐震設計上の地盤種別

地盤種別 Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種

地盤の特性値ＴG ＴG＜0.2 0.2≦ＴG＜0.6 0.6≦Ｔ G

なお、ＴGを式にて求め難い場合（相当深くまでボーリング調査を行っても基礎面が現れない場合等）には、以下の図により地盤種

別分類を行う。

始め

HA≧25(ｍ） YES

NO

YES

NO

Ⅰ種地盤 Ⅱ種地盤 Ⅲ種地盤

2HA+HD≦10(ｍ）

HA：沖積層厚(ｍ）
HD：洪積層厚(ｍ）

当該地区において地盤種別は「Ⅰ種地盤」とし設計水平震度の標準値ｋhの値は表３より0.16とする。

４ 設計水平震度の算出

項目１～３により求めた各項目の値を冒頭での計算式にあてはめ設計水平震度を算出する。

項　　目 記号 値

地域別補正係数 ｃz 1.00 

構造物の重要度別補正係数 ｃs 0.95 

設計水平震度の標準値 ｋh0 0.16 



したがって、設計水平震度ｋhは、

ｋh ＝ ｃz・ｃs・ｋh0
　  ＝ 1.00 × 0.95 × 0.16

　  ＝ 0.1520 ≒ 0.15

よって、設計水平震度ｋhの値は、0.15 とする。


